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 ⓵ 米の民間在庫過剰に伴う米価下落と生産意欲の減退懸念

 ② これに関連する飼料用米生産の動向、政策の整備・強化の必要性

 ③ コロナ禍における、かつコロナ後の世界の食料動向

 ④ 2020年３月に閣議決定された「食料･農業･農村基本計画」の評価と
計画実行への注視

いかに飼料用米を定着させ増産を図っていくかが最大の課題



⓵ 米の民間在庫過剰に伴う米価下落と生産意欲の減退懸念

民間在庫の増大で米価は下落傾向へ、H26年
産当時の60kg当たり12,000円を割り込む米価

となると大半の経営は赤字経営で生産意欲
は減退

民間在庫の現状維持には、2021年産の生産量は2020

年産の723万ｔよりも30万ｔ少ない693万ｔにするこ
とが必要（これはH24年～26年当時の作付削減規模
に相当、面積で6万ha規模の転換が求められている）

出所：農林水産省「米に関するマンスリーレポート」（R2.11月号）



② 飼料用米生産の動向、政策の整備・強化の必要性

出所：財務省「農林水産関係予算のポイント」、農林水産省「米をめぐる関係資料」

米価が堅調に推移
してきたことから
飼料用米の作付面
積は近年減少傾向
で推移



② 飼料用米生産の動向、政策の整備・強化の必要性

飼料用米の作付面積の減少
に伴い生産量も減少傾向、
単収も減少傾向、なぜか？



② 飼料用米生産の動向、政策の整備・強化の必要性

飼料用米の所得
は多収すれば主
食用米よりも高
いはずなのに現
場はそのように
動かない、なぜ
か？



② 飼料用米生産の動向、政策の整備・強化の必要性

出所：財務省「農林水産関係予算のポイント」

財務省の飼料用米のへ
の評価は米価維持効果
のみ？水田活用の直接
支払交付金の４分の１
が飼料用米へと偏重と
なっていると問題視？



③ コロナ禍における、かつコロナ後の世界の食料動向

出所：農林水産省「我が国における穀物等の輸入の現状」2020年10月

世界の穀物需給はコロ
ナ禍でも豊作基調で穀
物在庫率は31.1％と高
くなっている。



③ コロナ禍における、かつコロナ後の世界の食料動向

穀物の国際価格は
2017年以降横ばいで

推移、コロナ禍で一
時的に高騰したもの
もあったが現在は落
ち着いた動きである。



コロナ禍で農産物や食品
の輸出規制が2020年春に
は20ヶ国で発動され問題

となったが、現在は輸出
規制は解除されつつあり、
残りは6ヶ国



④ 2020年３月に閣議決定された「食料･農業･農村基本計画」の評価と計画実行への注視
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